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ニーズウェル、AI 時代を見据えた IT インフラモダナイズサービスを強化 

～ パークプレイステクノロジーズジャパン様との一次代理店契約により、 

既存 IT 資産の延命から次世代基盤への移行までをワンストップ支援 ～ 
 

株式会社ニーズウェル（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 松岡 元、以下「当社」）は、このたび

Park Place Technologies Japan 合同会社（本社：東京都品川区、日本カントリーマネージャー 村

田 達哉、以下「パークプレイステクノロジーズジャパン」）と一次代理店契約を締結し、同社が提供する第

三者保守サービスの取り扱いを開始しました。 

本契約により当社は、既存オンプレミス環境の延命支援から、AWS・Microsoft Azure を活用したク

ラウド移行、さらに生成 AI・AI エージェントの活用を見据えた次世代 IT 基盤の構築まで、企業の IT イン

フラライフサイクル全体を支援する「IT インフラモダナイズサービス」を強化してまいります。 

 

1. 代理店契約締結の背景 

近年、企業を取り巻く IT 環境は大きな転換期を迎えています。 

生成 AI や AI エージェントの活用が急速に進む中、企業では競争力強化に向けた新たな取り組みが広

がっています。一方で、多くの企業は依然として老朽化したオンプレミス環境を抱えており、将来の事業成

長を支える IT 基盤へと刷新する必要性がこれまで以上に高まっています。 

しかし、半導体・メモリ価格の上昇、サーバー製品の長納期化、IT 投資コストの増大などにより、短期間

で既存環境を全面的に刷新することは容易ではありません。企業には、既存システムの安定稼働を維持し

ながら、AI 活用を見据えたクラウド基盤の整備やセキュリティ対策を段階的に進めるための、的確な判断

と計画的な対応が求められています。 

こうした課題に対し、当社はパークプレイステクノロジーズジャパン様が提供する第三者保守サービス

を活用し、メーカー保守終了後も既存 IT 資産を安全かつ安定的に運用できる環境を提供します。これに

より、お客様はシステム更改の時期を柔軟に見極めながら、クラウド移行や AI 活用を見据えた中長期的

な IT 基盤戦略を計画的に策定することが可能となります。 

パークプレイステクノロジーズジャパン様は、第三者保守サービスのグローバルリーダーである Park 

Place Technologies の日本法人です。サーバー、ストレージ、ネットワーク機器の第三者保守をはじめ、

IT マネージドサービスやデータセンター関連サービスを国内のお客様向けに提供し、IT 資産の有効活用

と運用最適化を支援しています。 

 

2. AI活用を見据えたITインフラモダナイズモデル 

当社は本契約を通して、単なる保守サービスの提供にとどまらず、企業の IT 基盤を段階的にモダナイ

ズする新たなサービスモデルを展開します。 

 

① 既存 IT 基盤の延命 

パークプレイステクノロジーズジャパン様の第三者保守サービスにより、サーバー、ストレージ、ネットワ

ーク機器などの IT資産を必要な期間延命し、安定運用を支援します。これにより、お客様は高額な設備更

新を急ぐことなく、事業計画に沿った最適なタイミングで将来の IT 投資を検討できます。 
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② クラウド移行とモダナイゼーション 

延命によって確保した時間を活用し、現行システムの分析から移行計画策定、設計・構築、移行作業、運

用までを一貫して支援します。当社が長年培ってきた IT 基盤構築技術やクラウド導入ノウハウを活用し、

AWS・Microsoft Azure を中心としたクラウド環境への移行を推進します。 

 

③ AI 時代に対応する次世代 IT 基盤の構築 

クラウド移行後は、生成 AI や AI エージェントを安全かつ効果的に活用できる環境整備を支援します。 

データ利活用基盤、クラウドセキュリティ、アクセス統制、データガバナンスなどを含む次世代 IT 基盤を

構築することで、AI 活用による業務高度化とセキュリティ強化の両立を実現します。 

 

3. 当社が目指す価値提供 

本取り組みを通して、当社は以下の価値を提供してまいります。 

 

① IT 投資の最適化 

第三者保守により既存資産を有効活用し、大規模な設備更新コストを平準化します。 

 

② クラウド移行リスクの低減 

十分な計画期間を確保することで、業務への影響を最小限に抑えた段階的な移行を実現します。 

 

③ AI 活用の早期実現 

生成 AI・AI エージェントの活用を見据えた基盤整備を推進し、お客様の競争力向上に貢献します。 

 

④ ライフサイクル全体を支援するワンストップサービス 

延命、移行、構築、運用までを一貫して支援し、お客様の IT 部門に寄り添う伴走型サービスを提供しま

す。 

 

4. 今後の展望 

当社は現在推進している「ソリューションプロバイダへの転換」のもと、AI、クラウド、セキュリティを重

点領域として高付加価値サービスの拡充を進めています。 

今回の代理店契約は、その取り組みをさらに加速させるものであり、第三者保守サービスを入口として、

お客様の IT資産延命、クラウドシフト、データ活用基盤整備、AI活用基盤構築までを一体的に支援してま

いります。 

今後は、既存顧客への深耕提案と新規顧客開拓の双方を推進し、「延命のための保守」にとどまらない

「AI 時代に向けた IT インフラ変革」を実現するサービスとして展開することで、企業の DX 推進と競争力

強化に貢献してまいります。 

また当社は、IT インフラのモダナイゼーションをソリューションビジネスの新たな成長領域として発展さ

せ、AI・クラウド・セキュリティ分野とのシナジーを創出します。これにより、2027 年 9 月期にソリューシ

ョン売上比率 30％、中長期的には 50％を目指すソリューションプロバイダ戦略の推進につなげてまいり

ます。 
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5. Park Place Technologiesについて 

1991 年に設立された Park Place Technologies は、グローバルな IT インフラストラクチャ・サー

ビス企業です。 

Fortune 500 企業の半数を含む 21,500 もの組織を支援し、IT インフラ管理にかかる時間とコスト

を大幅に削減しつつ、パフォーマンスと稼働率を向上させることで、イノベーションの推進に貢献していま

す。 

世界最大級の現場エンジニア・チーム、高度なスキルを持つエンジニア集団、そしてグローバルなエンタ

ープライズ・オペレーション・センター（EOC）を基盤に、ハードウェア保守、ソフトウェア・テクニカルサポー

ト、ハードウェア調達などにおいて大幅なコスト削減を実現します。 

また、IT インフラ管理を効率化することで、社内チームを日常的な業務から解放し、戦略的な取り組み

に注力できる環境を整えます。 

 

Park Place Technologies：コスト削減、簡素化、そしてイノベーションの実現。 

 

6. 会社概要 

社名 株式会社ニーズウェル https://www.needswell.com/ 

本社所在地： 東京都千代田区紀尾井町 4-1 ニューオータニ ガーデンコート 13 階 

代表者： 代表取締役社長 松岡  元  設立： 1986年10月 

社員数(連結)： 597名 （2025年9月末日） 資本金： 9億8百万円（2025年9月末日） 

事業内容： ソフトウェアの開発・運用・保守、ソリューション製品の開発・販売・運用・保守、 

関連技術・ソリューションの研究開発（AI駆動開発 等） 

お問い合わせ： ニュースリリースについて 経営企画部 

TEL：050-5357-8346（直） E-mail：  ir-contact@needswell.com 

報道関係資料： IR ニュース https://www.needswell.com/ir/news 

その他のお知らせ https://www.needswell.com/news/index 
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